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Lady’s medical check-up

四
十
七
士
偲
び
第
１
２
０
回

１４１４
日
に
赤
穂
義
士
祭

日
に
赤
穂
義
士
祭

城
下
で
忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド

大石神社に四十七士銘板

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

「
昨
年
よ
り
上
目
指
す
」

金
谷
美
玲
、大
河
優
月
さ
ん

　

加
里
屋
の
書
家
、
妻
井

昭
二
さ
ん（
８３
）＝
号
・
柏

秀
＝
が
赤
穂
義
士
四
十
七

士
の
名
を
揮
毫
し
た
銘
板

を
上
仮
屋
の
赤
穂
大
石
神

社
に
寄
贈
し
た
。

　

呉
服
店
を
営
む
妻
井
さ

ん
は
２０
年
以
上
前
か
ら
義

士
の
肖
像
画
と
書
を
組
み

合
わ
せ
た
手
ぬ
ぐ
い
や
暖

簾
な
ど
を
製
作
し
、
忠
臣

蔵
文
化
の
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

銘
板
は
縦
５４
㌢
、
横
４

・
２
㍍
の
大
き
さ
で
、
黒

地
に
白
字
で
四
十
七
士
の

家
紋
と
名
を
掲
出
し
て
い

る
。
赤
穂
名
産
の
塩
に
つ

　 　

　 　

県
自
治
賞
な
ど

市
消
費
者
協
会

か
ら
２
人
受
賞

　

明
る
く
住
み
よ
い
地
域

社
会
づ
く
り
な
ど
に
貢
献

し
た
県
民
を
表
彰
す
る
兵

庫
県
自
治
賞
な
ど
各
賞
の

表
彰
が
こ
の
ほ
ど
あ
り
、

赤
穂
市
か
ら
次
の
み
な
さ

ん
が
受
賞
し
た
。

　

▽
自
治
賞
（
明
る
く
住

み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
）
＝
磯
本
歌
見
さ

ん
（
赤
穂
市
消
費
者
協
会

書
記
・
地
区
理
事
）

　

▽
こ
う
の
と
り
賞
（
参

画
と
協
働
に
よ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
）
＝
玉
置
紀

子
さ
ん
（
赤
穂
市
消
費
者

協
会
理
事
）

い
て
漢
字
の
成
り
立
ち
を

記
し
た
説
明
板
（
高
さ
約

１
６
０
㌢
、
幅
約
６０
㌢
）

も
併
せ
て
寄
贈
。
と
も
に

同
神
社
義
芳
門
横
に
設
置

さ
れ
た
。

　

飯
尾
義
明
宮
司
は「
赤

穂
が
世
界
に
誇
る
『
忠
臣

蔵
』
と
『
塩
』
が
揃
い
、

多
く
の
参
拝
者
に
喜
ば
れ

る
の
で
は
」
と
話
し
て
い

る
。（
写
真
は
書
家
の
妻
井

昭
二
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
四
十
七
士
銘
板
）

　

赤
穂
義
士
祭
は
、
主
君

・
浅
野
内
匠
頭
の
無
念
を

晴
ら
そ
う
と
吉
良
邸
に
討

ち
入
っ
た
大
石
内
蔵
助
以

下
４７
人
の
赤
穂
藩
士
を
追

慕
す
る
趣
旨
が
あ
る
。
資

料
に
よ
る
と
、
明
治
４
年

（
１
８
７
１
）
に
花
岳
寺

を
拠
点
に
「
慕
義
講
」
が

始
ま
り
、
明
治
３３
年
（
１

９
０
０
）
に
「
大
石
遺
跡

保
存
会
」
が
発
足
。
こ
の

年
に
祭
り
の
原
型
が
始
ま

っ
た
と
さ
れ
、
第
１
回
に

数
え
て
い
る
。

　

昭
和
２
年（
１
９
２
７
）

に
地
方
青
年
団
、
そ
の
５

年
後
に
は
旧
制
赤
穂
中
学

の
生
徒
に
よ
る
義
士
行
列

が
行
わ
れ
た
。
終
戦
か
ら

４
年
間
は
復
讐
や
仇
討
ち

に
関
す
る
芝
居
や
映
画
の

上
演
を
禁
止
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
規
制
で
行
わ
れ
ず
、
同

２４
年
（
１
９
４
９
）
に
再

開
。
そ
の
４
年
後
に
「
赤

穂
義
士
祭
奉
賛
会
」
が
発

足
し
、
今
日
ま
で
行
事
を

主
催
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
２
０
２
０
年
は
パ
レ

ー
ド
は
自
粛
し
た
も
の
の

義
士
追
慕
の
祭
典
と
法
要

は
行
わ
れ
た
。

　

今
年
は
午
前
１０
時
半
か

ら
義
士
墓
所
が
あ
る
加
里

屋
の
花
岳
寺
で
法
要
を
営

み
、
同
１１
時
半
か
ら
は
四

十
七
士
を
ま
つ
る
上
仮
屋

の
赤
穂
大
石
神
社
で
祭
典

を
行
う
。

　

忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド
は
ゴ

ー
ル
地
点
の
「
い
き
つ
ぎ

広
場
」
観
覧
席
前
で
午
前

１０
時
に
原
小
学
校
の
和
太

鼓
と
赤
穂
高
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
。
１０
時
半
過
ぎ
に
赤
穂

城
大
手
門
前
か
ら
出
発
す

る
。
こ
ど
も
義
士
行
列
、

お
姫
様
姿
の
第
３７
代
赤
穂

義
士
娘
が
人
力
車
に
乗
っ

て
進
む
「
義
士
娘
人
力
道

中
」、
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の

人
物
に
扮
し
た
「
義
士
伝

行
列
」
な
ど
が
続
き
、
ト

リ
を
飾
る
義
士
行
列
は
午

後
２
時
２０
分
ご
ろ
ス
タ
ー

ト
。
俳
優
で
歌
手
の
中
村

雅
俊
さ
ん
が
昨
年
に
続
い

　

寿
町
の
金
谷
美み

玲れ
い

さ
ん

（
１７
）と
中
広
の
大
河
優ゆ

月づ
き

さ
ん（
１８
）が
所
属
す
る
創

志
学
園
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
が
、
１２
月
１０
日（
日
）

に
行
わ
れ
る
第
５１
回
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

（
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
）
の
高
校
・
小
編

成
部
門
に
出
場
す
る
。

　

と
も
に
３
年
生
で
、
バ

リ
ト
ン
の
金
谷
さ
ん
は
チ

ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
。
大

河
さ
ん
は
ベ
ー
ス
ド
ラ
ム

を
担
当
す
る
。
デ
ィ
ズ
ニ

ー
の
人
気
映
画
「
ア
ラ
ジ

ン
」
の
メ
ド
レ
ー
で
９
月

の
岡
山
県
大
会
、
１１
月
の

中
国
地
区
大
会
を
と
も
に

１
位
で
通
過
。
５
年
連
続

５
度
目
の
全
国
大
会
出
場

を
決
め
た
。

　

前
回
大
会
は
創
部
初
の

全
国
大
会
金
賞
に
輝
き
、

５
位
入
賞
。「
さ
ら
に
上

を
目
指
そ
う
」
と
３
月
に

新
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
も

の
の
、
部
に
ま
と
ま
り
が

な
く
「
こ
の
ま
ま
だ
と
全

国
大
会
出
場
は
怪
し
い
」

と
周
囲
か
ら
見
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。
基
本
に
立
ち

返
り
、
春
先
は
基
礎
練
習

に
専
念
。
全
体
の
底
上
げ

に
集
中
し
た
。

　

「
あ
の
３
月
が
あ
る
か

ら
今
が
あ
る
」
と
金
谷
さ

ん
。
８
月
の
合
宿
で
は

「
３
年
生
の
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
く
れ
た
」
こ

と
で
一
気
に
結
束
と
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ベ
ル
が
向

上
し
た
と
い
う
。

　

全
国
大
会
へ
向
け
て
大

河
さ
ん
は
「
こ
の
メ
ン
バ

ー
で
最
後
の
本
番
。
演
奏

が
終
わ
っ
た
と
き
に
『
楽

し
か
っ
た
な
』
と
思
え
る

よ
う
に
頑
張
る
」
と
抱

負
。
金
谷
さ
ん
は
「
お
客

さ
ん
を
感
動
さ
せ
る
演
奏

・
演
技
を
一
人
で
も
多
く

に
届
け
た
い
」
と
意
気
込

む
。（
写
真
は
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
で
の

健
闘
を
誓
う
金
谷
美
玲
さ

ん
㊧
と
大
河
優
月
さ
ん
）

て
内
蔵
助
役
で
特
別
出
演

し
、
午
後
３
時
ご
ろ
ま
で

に
観
覧
席
前
で
勝
ち
ど
き

を
あ
げ
る
。

　

コ
ー
ス
の
３
か
所
に
放

送
席
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ

パ
レ
ー
ド
の
様
子
を
ア
ナ

ウ
ン
ス
。
観
覧
席
前
放
送

席
で
は
講
談
師
の
旭
堂
南

龍
さ
ん
が
実
況
す
る
。

　

上
仮
屋
の
赤
穂
城
跡
で

は
武
家
屋
敷
公
園
で
午
前

１０
時
～
午
後
４
時
に
忠
臣

蔵
ゆ
か
り
の
市
町
と
近
隣

市
町
の
「
忠
臣
蔵
交
流
物

産
市
」
を
開
催
。
二
之
丸

　
今
年
で
第
１
２
０
回
と
な
る
「
赤
穂
義
士
祭
」
は
１２
月
１４
日
（
木
）、

赤
穂
城
下
一
帯
で
開
催
。
本
懐
を
遂
げ
た
四
十
七
士
を
再
現
す
る
義
士
行

列
、
忠
臣
蔵
名
場
面
を
再
現
し
た
山
車
な
ど
が
赤
穂
城
下
一
帯
の
約
６
０

０
㍍
を
パ
レ
ー
ド
。
元
禄
絵
巻
を
繰
り
広
げ
る
。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　
庭
園
で
は
午
前
１０
時
～
午

後
３
時
に
池
泉
を
手
漕
ぎ

和
船
で
巡
る
屋
形
船
遊
覧

（
中
学
生
以
上
２
０
０
円
、

小
学
生
５０
円
、
小
学
生
未

満
無
料
）
あ
り
。

　

当
日
は
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
と
周
辺
が
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
半
ま
で
通
行

規
制
。
千
種
川
河
川
敷
に

臨
時
駐
車
場
を
設
け
る
。

Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
で
車
い

す
の
無
料
レ
ン
タ
ル
あ

り
。
問
合
せ
は
赤
穂
義
士

祭
奉
賛
会
事
務
局
☎
４３
・

６
８
３
９（
市
観
光
課
）。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂

駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
赤

穂
高
校
の
全
日
制
と
定
時

制
、
赤
穂
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
た
ち
に
よ
る
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
１３
日
と

１４
日
の
午
後
５
時
～
１０
時

ご
ろ
ま
で
点
灯
す
る
。

（
写
真
は
赤
穂
高
校
と
赤

穂
特
別
支
援
学
校
の
生
徒

た
ち
が
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅

前
に
設
置
し
た
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
）
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８
０
・
２
４
０
２
・
１
０

４
４
（
イ
ン
ス
タ
か
ら
ご

予
約
も
可
能
で
す
）

　

▼
赤
穂
民
報
見
ま
し
た

ご
予
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝

ご
新
規
様
限
定
。
ラ
ッ
シ

ュ
リ
フ
ト
（
ま
つ
毛
パ
ー

マ
）、
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ

（
１
２
０
本
）
い
ず
れ
も

４
０
０
０
円
（
税
込
）
来

年
１
月
末
ま
で
。「
ク
リ

ス
タ
ル
・
ロ
ー
ザ
」
上
仮

屋
北
☎
４３
・
９
５
５
８

　

▼
成
人
式
２
０
２
５
年

度
の
ご
予
約
開
始
＝
卒
業

式
袴
、
入
学
式
訪
問
着
、

成
人
式
着
付
、
ヘ
ア
・
メ

イ
ク
の
み
も
ご
予
約
受
付

中
。
イ
ン
ス
タ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
か
ら
ご
予
約
、
お
問
い

合
わ
せ
可
能
で
す
。「
ク

リ
ス
タ
ル
・
ロ
ー
ザ
」
上

仮
屋
北
☎
４３
・
９
５
５
８

　

▼
ト
ク
ト
ク
情
報
＝

【
賃
貸
】○
お
値
打
ち
物
件

特
集
○
赤
穂
駅
近
１
Ｒ
２

万
９
千
円
〜
○
買
物
便
利

２
Ｄ
Ｋ
３
万
５
千
円
〜
○

平
屋
３
Ｋ
３
万
円
〜
○
広

々
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
３
万
９
千
円

〜
等
多
数
有【
土
地
】○
北

野
中
角
地
応
談
（
６９
・
２

坪
）
坪
１８
万
円
他
多
数
有

【
建
物
】○
オ
ー
ナ
ー
チ
ェ

ン
ジ
物
件
多
数
有
※
土
地

・
建
物
の
売
買
、有
効
活
用

を
お
考
え
の
方
、
査
定
無

料
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。兵
庫
県
知
事（
３
）

５
０
０
２
５
２
号
「
㈱
徳

信
住
宅
」中
広
☎
４３
・
２
８

２
２
姉
４３
・
６
９
２
２

　

▼
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
募
集
＝
業
務
多
忙
に
つ

き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

を
募
集
。
仕
事
内
容
は
カ

ギ
の
交
換
・
取
付
・
加
工
工

事
、
合
鍵
作
成
、
防
犯
カ

メ
ラ
等
。
未
経
験
者
で
も

大
丈
夫
。
収
入
例
月
３５
万

円
。「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ
ロ
ッ
ク
」

☎
４５
・
２
２
８
０（
小
林
）

　

▼
年
末
ま
で
の
短
時
間

勤
務
の
方
＝
仏
花
作
り
、

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
洗
車
機
プ
リ
カ
好
評

発
売
中
＝
ガ
ソ
リ
ン
２０
㍑

付
き
。
数
量
限
定
販
売
の

た
め
お
早
め
に
○
車
検
予

約
ま
だ
空
き
が
あ
り
ま

す
。
見
積
も
り
、
予
約
承

り
中
○
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も
大

変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
最

安
、
オ
イ
ル
交
換
２
回
無

料
、
車
検
割
引
な
ど
特
典

い
っ
ぱ
い
で
年
会
費
１
５

０
０
円
。「
㈱
明
星　

赤

穂
Ｓ
Ｓ
」
オ
ー
ト
バ
ッ
ク

ス
さ
ん
前
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
☎
４６
・
３
１
７
７

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。
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休
日
急
患
診
療
医

　 　

市
民
ガ
イ
ド

石
取
れ
、
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
で
国
か
ら

補
助
金
が
も
ら
え
ま
す
。

補
助
対
象
機
種
や
お
見
積

等
、お
問
合
せ
は
当
店
ま

で
。エ
ア
コ
ン
取
付
、移

設
。そ
の
他
お
家
の
お
困

り
事
で
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２５
・
１
３
８
１

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
〜
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

ｒ.

ｎ
ａ
ｉ
ｌ
「
ア
ー
ル

ネ
イ
ル
」
＝
ワ
ン
カ
ラ
ー

３
０
０
０
円
、
シ
ン
プ
ル

ア
ー
ト
４
０
０
０
円
、
デ

ザ
イ
ン
ア
ー
ト

４
５
０
０

円
。
御
崎
☎
０

切
り
花
の
袋
詰
め
、
花
の

ご
み
処
理
。
１７
日
〜
３１
日

の
１０
〜
１７
時
。
時
給
１
０

０
１
円
。「
尾
崎
フ
ラ
ワ

ー
」
尾
崎
３
１
４
３
の
３３

☎
０
９
０
・
５
６
５
６
・

４
０
５
１
（
１３
時
以
降
）

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
セ

ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
監
視
、管
理
業
務
。高
齢

者
歓
迎
。
勤
務
時
間
７
時

半
〜
１６
時
、
１３
時
〜
２１
時

半
。時
給
１
０
０
１
円
。勤

務
先
は
赤
穂
市
内
で
す
。

「
㈲
サ
ン
ト
ー
サ
ー
ビ

ス
」
大
東
市
扇
町
☎
０
７

２
・
８
０
３
・
８
０
１
８

　

▼
従
業
員
募
集
＝
赤
穂

カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の

清
掃
業
務
。
１０
〜
１８
時
。

時
給
平
日
１
１
５
０
円
、

土
日
祝
１
２
０
０
円
。
応

援
業
務
は
１５
〜
１８
時
で
時

給
１
３
０
０
円
。
週
３
〜

５
日
。
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。「
錦

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
あ
こ
う

営
業
所
」
☎
４２
・
４
７
４

７
（
平
日
９
〜
１７
時
）

　

▼
起
立
性
調
節
障
害

「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」＝
２
０

２
３
年
ゆ
く
年
く
る
年
対

話
会
。１２
月
１７
日（
日
）、塩

屋
公
民
館
で
１５
時
〜
１６
時

半
。
赤
穂
市
教

育
委
員
会
後

援
。☎
０
９
０
・

３
７
２
４
・
１
８
２
９

（
あ
い
ざ
わ
貴
代
）

　

▼
千
種
川
ク
リ
ー
ン
作

戦
＝
１２
月
１６
日（
土
）、
中

山
の
井
堰
周
辺
で
午
前
１０

時
集
合
（
の
ぼ
り
旗
が
目

印
）。雨
天
中
止
。
長
袖
シ

ャ
ツ
、長
ズ
ボ
ン
、手
袋
、

長
靴
が
必
要
で
す
。
飲
み

物
と
火
ば
し
は
各
自
ご
持

参
く
だ
さ
い
。「
西
は
り

ま
の
自
然
を
ま
も
る
会
」

☎
０
９
０
・
１
９
１
２
・

１
５
１
９
（
小
河
）

　

▼
掃
海
艇「
つ
の
し
ま
」

一
般
公
開
＝
１２
月
１０
日

（
日
）、赤
穂
港
千
鳥
岸
壁

で
１０
〜
１５
時
。無
料
。駐
車

場
若
干
数
あ
り
。見
学
時

の
順
守
事
項
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。「
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協

力
本
部
」☎
０
７
８
・
２
６

１
・
９
７
８
０

　

▼
酒
蔵
Ｄ
Ｅ
楽
し
む
〜

し
め
縄
リ
ー
ス
作
り
恋
活

＝
お
正
月
を
前
に
し
め
縄

リ
ー
ス
作
り
で
楽
し
い
出

会
い
の
時
間
を
。
１２
月
１７

日（
日
）、
酒
蔵
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ひ
が
し
蔵
（
上
郡
町
上

郡
８
２
５
）
で
１３
時
〜
１６

時
半
。
３０
〜
４５
歳
く
ら
い

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

の
未
婚
男
女
各
１０
人
を
１２

月
１２
日
ま
で
抽
選
で
募

集
。
参
加
費
２
５
０
０
円

（
ド
リ
ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト

付
き
）。「
え
ん
結
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

☎
０
８
０
・
５
３
０
７
・

１
２
８
５
（
水
野
）

　

▽
１０
日
＝
秋
山
成
長
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
加
里
屋
２
９

０
の
１０
）☎
４６
・
４
１
１
５

患
者
死
亡
の
医
療
事
故

発
生
７
か
月
後

に
市
民
へ
公
表

　

赤
穂
市
民
病
院
（
高
原

秀
典
院
長
）
は
、
今
年
４

月
、
緊
急
入
院
し
た
超
高

齢
の
患
者
が
食
事
中
に
呼

吸
停
止
と
な
っ
て
死
亡
し

た
、
と
４
日
発
表
し
た
。

医
療
事
故
を
８
段
階
に
区

分
し
て
い
る
同
病
院
の
医

療
安
全
実
施
要
項
で
最
も

重
い
「
レ
ベ
ル
５
（
事
故

が
死
亡
の
原
因
と
な
っ
た

事
例
）」
に
該
当
す
る
と

し
て
個
別
公
表
し
た
。

　

病
院
に
よ
る
と
、
患
者

が
入
院
し
て
最
初
の
食
事

で
全
が
ゆ
と
き
ざ
み
食
を

提
供
。
看
護
師
の
食
事
介

助
で
２
口
食
べ
た
と
こ

ろ
、
む
せ
て
咳
き
込
ん
だ

た
め
食
事
を
中
止
し
た
。

看
護
師
は
患
者
が
発
語
し

た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で

担
当
医
に
報
告
す
る
た
め

退
室
。
約
５
分
後
に
病
室

に
戻
る
と
、
患
者
の
呼
吸

が
停
止
し
て
い
た
と
い

う
。
た
だ
ち
に
担
当
医
が

駆
け
つ
け
、
吸
引
な
ど
の

処
置
を
行
っ
た
が
、
状
態

改
善
せ
ず
死
亡
し
た
。

　

病
院
は
再
発
防
止
策
と

し
て
「
緊
急
入
院
と
な
っ

た
超
高
齢
の
患
者
さ
ん
の

食
事
は
、
嚥
下
機
能
評
価

を
行
い
、
食
事
形
態
を
慎

重
に
検
討
し
た
う
え
で
提

供
を
開
始
す
る
」
と
し
て

い
る
。「
医
療
過
誤
に
は

該
当
し
な
い
」
と
の
判
断

で
、「
遺
族
に
も
説
明
し

て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
」（
医
療
課
）

と
話
し
て
い
る
。

　

医
療
安
全
実
施
要
項
で

は
、
レ
ベ
ル
４
ｂ
・
５
に

該
当
す
る
重
大
な
ア
ク
シ

デ
ン
ト
は
「
発
生
後
速
や

か
に
公
表
」
す
る
と
と
も

に
市
と
議
会
に
も
報
告
す

る
よ
う
取
り
決
め
て
い

る
。
事
故
発
生
か
ら
７
か

月
以
上
が
経
過
し
て
か
ら

の
公
表
と
な
っ
た
理
由
に

つ
い
て
同
病
院
は
赤
穂
民

報
の
取
材
に
「
な
ぜ
、
時

間
が
か
か
っ
た
か
は
答
え

ら
れ
な
い
」（
同
課
）と
し
、

市
と
議
会
へ
報
告
し
た
時

期
に
つ
い
て
も
「
回
答
を

差
し
控
え
る
」
と
し
た
。

　

▼
…
義
士
祭
を
前
に
赤

穂
駅
前
で
清
掃
「
エ
イ
エ

イ
オ
ー
」
＝
赤
穂
義
士
祭

を
前
に
３
日
、
加
里
屋
の

Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
一
帯
で

官
民
合
同
の
清
掃
活
動
が

あ
り
、
ま
ち
の
玄
関
口
の

美
観
を
整
え
た
。

　

義
士
祭
へ
向
け
て
機
運

を
高
め
よ
う
と
、
市
内
で

店
舗
を
運
営
す
る
「
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
ア
グ
ロ
」
が

「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と

題
し
て
呼
び
掛
け
、
市
職

員
と
一
般
市
民
な
ど
約
８０

人
が
集
ま
っ
た
。
同
社
の

ほ
か
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
み
な

と
銀
行
か
ら
も
社
員
が
参

加
。
駅
の
南
側
ロ
ー
タ
リ

ー
と
駅
前
通
り
で
ご
み
や

落
ち
葉
を
拾
い
、
雑
草
を

除
去
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
一

角
に
立
つ
大
石
内
蔵
助
像

の
足
元
に
は
同
社
の
社
員

が
葉
ボ
タ
ン
を
植
え
て
彩

り
を
添
え
た
。

　

親
子
４
人
で
参
加
し
た

山
手
町
の
会
社
員
、
増
田

直
樹
さ
ん（
４８
）は
「
赤
穂

は
き
れ
い
な
ま
ち
。
観
光

に
来
た
人
た
ち
に
も
気
持

ち
よ
く
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。
活
動
を

終
え
て
全
員
で
「
エ
イ
エ

イ
オ
ー
」
の
勝
ち
ど
き
で

締
め
く
く
り
。
自
ら
剪
定

ば
さ
み
を
手
に
活
動
し
た

同
社
の
安
黒
嘉
宣
社
長

（
８３
）は
「
我
が
社
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
『
花
と
緑
の
あ
る

暮
ら
し
の
提
案
』。
今
後

も
赤
穂
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ

し
い
景
観
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
写
真
は
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
終
え
て
「
エ

イ
エ
イ
オ
ー
」
と
勝
ち
ど

き
を
あ
げ
る
「
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」
の
参
加
者
）

赤
信
号
で
原
付

は
ね
１
人
重
傷

配
送
業
の
男
逮
捕

　

１２
月
４
日
午
前
８
時
４５

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
加
里
屋

の
国
道
２
５
０
号
「
赤
穂

市
役
所
北
」
交
差
点
で
、

西
進
中
の
８
㌧
貨
物
車
と

南
進
中
の
原
付
バ
イ
ク
が

衝
突
。
バ
イ
ク
を
運
転
し

て
い
た
男
性
が
頭
な
ど
を

強
く
打
ち
、
意
識
不
明
の

重
体
で
救
急
搬
送
さ
れ

た
。

　

赤
穂
署
に
よ
る
と
、
バ

イ
ク
の
男
性
は
宮
前
町
の

自
営
業
の
男
性（
７６
）。
同

署
は
貨
物
車
を
運
転
し
て

い
た
岡
山
県
倉
敷
市
連
島

町
の
配
送
業
の
男（
５３
）を

過
失
運
転
致
傷
容
疑
で
現

行
犯
逮
捕
し
た
。

　

現
場
は
信
号
の
あ
る
交

差
点
。
調
べ
に
対
し
、
男

は
「
信
号
を
よ
く
見
て
い

な
か
っ
た
」
な
ど
と
供
述

し
て
い
る
と
い
い
、
同
署

は
貨
物
車
側
の
信
号
が
赤

だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

み
て
捜
査
し
て
い
る
。
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